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contact with the gas-liquid interface and being
absorbed into the liquid phase. 
2. When using the AVS with the baffle plate, the 
aerated water heights were lower. This improved the
aerosol removal efficiency owing to reduction in the 
entrainment rate. Furthermore, the greater pool depth 
can be maintained than that for an AVS without a baffle
plate, leading to an improvement in the efficiency of 
pool scrubbing.
3. The DFs of the wet-type pool scrubber for different 
initial pool water levels confirmed that the installation 
of the baffle plate improved the aerosol removal 
efficiency of the FCVS. 
4. The DF of the wet scrubber using the AVS was 
showed several hundred times higher that that when 
using direct downward air injection of a large pipe. 
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訂正のお知らせ
「混相流」誌の投稿規定第 7条に則り、第 35 巻第 2号に掲載された論文の著書より正誤訂正の申し出がありました
ので、ここに掲載致します。

『混相流』誌第 35 巻 2 号 pp. 346-355 の掲載論文「気泡を含む液体中における集束超音波
の熱的効果に着目した弱非線形波動方程式の導出」における訂正事項

１．351 ページ 右段 最終段落 5行目
（誤）散逸係数Π21 は界面粘性、バルクの粘性［44］、液相の圧縮性（音響放射）に起因する散逸効果を表し（式

（80）の大括弧［ ］内の第 1、2、3 項）、これらの線形和で表現されている。
（正）散逸係数Π21 はバルクの粘性［44］、界面粘性、液相の圧縮性（音響放射）に起因する散逸効果を表し（式

（80）の大括弧［ ］内の第 1、2、3 項）、これらの線形和で表現されている。

２．352 ページ左段図2（b）の図中において、Interfacial viscosity とViscosity of bulk liquid を逆にしておりました。

（誤） （正）
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著者：加賀⾒俊介・⾦川哲也 
 

 当該論⽂において、以下 2 点の誤植がございましたため、ここに訂正申し上げます。本
訂正は、本論⽂の結果と主張に、⼀切の影響を与えないことを申し述べます。 

 両誤植の責任は、すべて著者の⾒落としによるものであり、読者各位には誤解を与え
てしまいましたこと、編集委員会ならびに事務局にはご迷惑をおかけしましたこと、⼼よ
りお詫び申し上げます。 

記 
 
１．351 ページ 右段 最終段落 5 ⾏⽬ 
（誤）散逸係数Π21 は界⾯粘性、バルクの粘性[44]、液相の圧縮性(⾳響放射) に起因する
散逸効果を表し(式(80) の⼤括弧[]内の第 1、2、3 項)、これらの線形和で表現されている。 
（正）散逸係数Π21 はバルクの粘性[44]、界⾯粘性、液相の圧縮性(⾳響放射) に起因する
散逸効果を表し(式(80) の⼤括弧[]内の第 1、2、3 項)、これらの線形和で表現されている。 

 
２．352 ページ 左段 図 2 (b)の図中において、Interfacial viscosity と Viscosity of bulk liquid
を逆にしておりました。 
（誤）                   （正） 
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